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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　オイルレベル検出器からのオイルの流下を促進するために該オイルレベル検出器の表面
を処理する方法であって、
（ａ）前記オイルレベル検出器の前記表面を下塗剤でコーティングし、該下塗剤を乾燥さ
せ、
（ｂ）次いで、前記オイルレベル検出器の前記表面をシリコーン溶液でコーティングし、
前記オイルレベル検出器の前記表面上の前記シリコーン溶液を硬化する、
各工程を含み、
　前記下塗剤はアクリル性重合体溶液として提供される
　ことを特徴とするオイルレベル検出器の表面を処理する方法。
【請求項２】
　前記アクリル性重合体溶液は、ポリメチルメタクリレートを含有することを特徴とする
請求項１に記載のオイルレベル検出器の表面を処理する方法。
【請求項３】
　前記アクリル性重合体溶液は、約１０から約３０重量百分率のジアセトンアルコールと
、約８０から約９９重量百分率の１－メトキシ－２－プロパノールと、約１から約５重量
百分率のポリメチルメタクリレートと、約１から約５重量百分率の２－メトキシ－１－プ
ロパノールとを含有する
　ことを特徴とする請求項２に記載のオイルレベル検出器の表面を処理する方法。
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【請求項４】
　オイルレベル検出器からのオイルの流下を促進するために該オイルレベル検出器の表面
を処理する方法であって、
（ａ）前記オイルレベル検出器の前記表面を下塗剤でコーティングし、該下塗剤を乾燥さ
せ、
（ｂ）次いで、前記オイルレベル検出器の前記表面をシリコーン溶液でコーティングし、
前記オイルレベル検出器の前記表面上の前記シリコーン溶液を硬化する、
各工程を含み、
　前記シリコーン溶液はメチルシルセスキオキサン樹脂を含有する
　ことを特徴とするオイルレベル検出器の表面を処理する方法。
【請求項５】
　前記シリコーン溶液は、約１０から約３０重量百分率のメタノールと、約１０から約３
０重量百分率のイソプロピルアルコールと、約１０から約３０重量百分率のＮ－ブチルア
ルコールと、約１０から約３０重量百分率のメチルシルセスキオキサン樹脂と、約５から
約１０重量百分率の水とを含有する
　ことを特徴とする請求項４に記載のオイルレベル検出器の表面を処理する方法。
【請求項６】
　オイルレベル検出器からのオイルの流下を促進するために該オイルレベル検出器の表面
を処理する方法であって、
（ａ）前記オイルレベル検出器の前記表面を下塗剤でコーティングし、該下塗剤を乾燥さ
せ、
（ｂ）次いで、前記オイルレベル検出器の前記表面をシリコーン溶液でコーティングし、
前記オイルレベル検出器の前記表面上の前記シリコーン溶液を硬化する、
各工程を含み、
　前記下塗剤はアクリル性重合体溶液として提供され、
　前記シリコーン溶液はメチルシルセスキオキサン樹脂を含有する
　ことを特徴とするオイルレベル検出器の表面を処理する方法。
【請求項７】
　前記アクリル性重合体溶液は、ポリメチルメタクリレートを含有することを特徴とする
請求項６に記載のオイルレベル検出器の表面を処理する方法。
【請求項８】
　前記アクリル性重合体溶液は、約１０から約３０重量百分率のジアセトンアルコールと
、約８０から約９９重量百分率の１－メトキシ－２－プロパノールと、約１から約５重量
百分率のポリメチルメタクリレートと、約１から約５重量百分率の２－メトキシ－１－プ
ロパノールとを含有する
　ことを特徴とする請求項７に記載のオイルレベル検出器の表面を処理する方法。
【請求項９】
　前記シリコーン溶液は、約１０から約３０重量百分率のメタノールと、約１０から約３
０重量百分率のイソプロピルアルコールと、約１０から約３０重量百分率のＮ－ブチルア
ルコールと、約１０から約３０重量百分率のメチルシルセスキオキサン樹脂と、約５から
約１０重量百分率の水とを含有する
　ことを特徴とする請求項６－８の何れか一項に記載のオイルレベル検出器の表面を処理
する方法。
【請求項１０】
　前記オイルレベル検出器が、炭素質材を含有する潤滑油を備えたディーゼルエンジンに
使用されることを特徴とする請求項１－９の何れか一項に記載のオイルレベル検出器の表
面を処理する方法。
【請求項１１】
　前記シリコーン溶液を約２４５°Fから約２７５°Fの温度で硬化することを特徴とする
請求項１－１０の何れか一項に記載のオイルレベル検出器の表面を処理する方法。
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【請求項１２】
　前記オイルレベル検出器の前記表面上の前記シリコーン溶液を約２６０°Fの温度で硬
化することを特徴とする請求項１１に記載のオイルレベル検出器の表面を処理する方法。
【請求項１３】
　前記オイルレベル検出器の前記表面上の前記シリコーン溶液を少なくとも約４時間の間
硬化することを特徴とする請求項１１に記載のオイルレベル検出器の表面を処理する方法
。
【請求項１４】
　前記オイルレベル検出器の前記表面上の前記シリコーン溶液を紫外線により硬化するこ
とを特徴とする請求項１－１０の何れか一項に記載のオイルレベル検出器の表面を処理す
る方法。
【請求項１５】
　約３から約５ミクロンの硬化後の厚さを有した前記コーティングを提供すること特徴と
する請求項１－１４の何れか一項に記載のオイルレベル検出器の表面を処理する方法。
【請求項１６】
　約４ミクロンの硬化後の厚さを有した前記コーティングを提供することを特徴とする請
求項１５に記載のオイルレベル検出器の表面を処理する方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
（技術分野）
本発明は、一般に、基材からのオイルの流下を促進するための該基材の処理方法に関し、
より詳しくは、しかしながらこれに限定されるわけではないが、オイルレベル検出器の表
面を処理する場合において特に有効な方法に関するものである。
【０００２】
（背景）
オイルを含むシステムでは、種々の型式のオイルレベル検出器が採用されている。一般的
には、過去において、また、ある程度現在でも、こうしたレベル検出器はフロート型式の
ものであって、該レベルは純粋に機械的に或いは機械的な動きを電気信号に変換して表示
される。より最近になって、可動部分の必要性を排除し、汚染によりオイルがフロートに
付着する問題を回避するため、光学的レベル検出器及び電子的レベル検出器が採用されて
きている。
【０００３】
光学的レベル検出器には、光のビームがレンズに衝突するような型式のものが含まれてい
る。オイルレベルがレンズの位置かそれ以上ならば、光ビームはレンズを透過し液中に入
るが、しかし一方、オイルレベルがレンズより低ければレンズから反射することになる。
反射の有無が検出され、オイルレベルが決まる。電子的検出器には、オイルレベルが金属
製ロッド上の容量電荷に影響を与えるような型式のものが含まれている。典型的なエンジ
ン設備では、エンジンの稼動後ではオイルパンのレベルが低下してしまうので、オイルレ
ベルはスタート時のみ計測される。どちらの型式の装置でも、オイルは、その読み取りの
前に検出器の表面から流れ落ちていなければ、読み取りに影響が出ることになる。
【０００４】
ディーゼルエンジン用の潤滑油は、使用されるに従って、煤のような炭素質材を堆積しや
すく、この汚染のためオイルは、検出装置の表面に付着する。このような汚染されたオイ
ルが流れ去るには１０分を要することもあり、或いは場合によっては、そのオイルは表面
から流れ出ないこともある。
【０００５】
従って、本発明の主要な目的は、基材の表面からのオイルの流下を促進させる、該基材の
処理方法を提供することである。
【０００６】
本発明の更なる目的は、容易かつ経済的に実施されるこうした方法を提供することである
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【０００７】
本発明の加えての目的は、レベル検出器の表面に適用することができる方法を提供するこ
とである。
【０００８】
本発明の別の目的は、炭素質材を含むディーゼルエンジン潤滑油に関して使うレベル検出
器の表面を処理する方法を提供することである。
【０００９】
本発明の他の目的は、その特徴、構成要素及び効果と共に、次の記述により説明され、明
らかとなるであろう。
【００１０】
（発明の開示）
本発明は、とりわけ、好ましい実施例において、オイルがオイルレベル検出器の表面から
流下することを促進するため、該表面を処理する方法を提供することにより、上記の目的
を達成するものであり、その方法は、前記オイルレベル検出器の前記表面を下塗剤でコー
ティングし、該下塗剤を乾燥させること、次いで、前記オイルレベル検出器の前記表面を
シリコーン溶液でコーティングし、前記オイルレベル検出器の前記表面上のシリコーン溶
液を硬化させること、の各ステップを含むものである。
【００１１】
（本発明を実施する最良の形態）
本発明のステップは、（１）処理すべき基材を洗浄すること、（２）該基材に下塗剤を塗
布すること、（３）該下塗剤を乾燥させること、（４）下塗りされた基材に処理材を塗布
すること、（５）塗布された該処理材を硬化すること、からなる。
【００１２】
好適な洗浄剤は、イソプロパノールであることが判明したが、しかし、処理すべき基材と
適合性のある洗浄剤であれば、いかなるものでもまた採用できる。本発明が適用できる典
型的な基材は、光学的レベル検出器の重合体表面及び容量性レベル検出器の金属性表面を
含むが、これら両者はエンジン潤滑油のレベル検出に適用が意図されたものである。
【００１３】
下塗剤は、その後に引き続き塗布される処理材の接着を促進するために基材表面を準備調
整することに対して、効果的でなければならない。種々の、金属性材料、重合体材料及び
他の非金属性材料に対して、好ましい下塗剤、アクリル性重合体溶液の組成は、次のとお
りである。
【００１４】

このような材料は、例えば、ニューヨーク州、ウオーターフォード(Waterford)のＧＥシ
リコーンズ(GE Silicones)によって供給されているプロダクト(Product)ＳＨＣ４０１５
として、入手することができる。
【００１５】
処理材は、エンジン潤滑油が表面から非常に早く流下することを促進するために非常に滑
らかな表面を提供する点で、有効でなければならない。種々の、金属性材料、重合体材料
及び他の非金属性材料に対して、好ましい処理材、シリコーン溶液の組成は、次のとおり
である。
【００１６】
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このような材料は、例えば、ニューヨーク州、ウオーターフォード(Waterford)のＧＥシ
リコーンズ(GE Silicones)によって供給されているプロダクト(Product)ＳＨＰ４０１と
して、入手することができる。
【００１７】
下塗剤溶液は、一般に室温で基材に塗布され、好ましくは空気乾燥によって、乾かされる
。
【００１８】
次いで、基材は、処理溶液に室温で浸漬され、約０．５から約１０分の時間、コーティン
グの所望の厚さに依存するが、好ましくは約１分から約４分間、それから、そこから引き
出される。その後、コーティングは、一般的には約１０分から約２０分の間、不粘着性に
なるまで室温で乾燥される。次いで、コーティングは、非常に滑らかな表面を作成するた
めに有効に、硬化されるが、約２４５°Fから約２７５°Fの適正な温度で、好ましくは、
約２６０°Fで、少なくとも４時間かけて行われる。硬化されたコーティングの厚さは、
約３から約５ミクロンの範囲で、好ましくは、約４ミクロンであるべきである。
【００１９】
本発明で用いられるシリコーンコーティング及び下塗剤は、砂及び夾雑物に起因する損傷
に抗するものとしてと同様、紫外線、熱、寒気、雨、雪、そして氷を含む気象由来の劣化
に対する保護を提供するものとして、この技術分野で開示されているものである。硬質の
コーティングは、紫外線、摩耗、表面損傷、溶剤/化学薬品、そして熱に対する防護手段
として開示されている。このコーティングは、眼鏡レンズ及び自動車のヘッドランプの上
にも使われたものである。
【００２０】
紫外線で硬化されるシリコーン溶液は、また、処理材としても採用することができる。
【００２１】
この処理は、基材に対して容易かつ経済的に非常に強固なコーティングを作成するが、煤
で汚れた潤滑油は、このコーティングから満足の行くように流れ去り、その流下は約１分
までに即座に行われる。
【００２２】
かくして、上記記述において説明され又は明らかにされた事項の中にあって、上に掲げた
目的が効率的に達成されたこと、そして、上記の方法においては、発明の範囲から逸脱す
ることなくある変更がなされ得ることから、上記記述に含まれる全ての事項は、限定の趣
旨ではなく例示としてのみ解釈さるべきことが意図されていること、が理解されよう。
【００２３】
以下の請求項は、ここに記載した発明の一般的な及び特定の特徴の全てを、そして、言葉
の問題としてはそれら特徴の中間に入ると云い得る、発明の範囲の全ての表明開示事項を
、カバーすることが意図されたものであることも、また、理解される。
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